
平成30年 2月 26日掲載 
 
＜子供たちに税の使途について考える機会を提供した好事例＞  
 
 
 
荒川法人会（東京） 

 
＜活動対象＞ 小学校5 年生 
 
＜活動の概要＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜参考資料＞ 
 租税教育活動プレゼンテーション資料 
 
＜摘要＞ 
 特になし 
 
＜出典＞ 
 平成23年度租税教育活動プレゼンテーション（三重大会）より 
 

「税金ジュニアスクール」～みんなで調べよう税金のしくみ～ 

・子供たちが自ら考え、意見を出し合いながら「税知識の創造」を行っていく場

として租税教室を開催。KJ法という発想法を用いてグループディスカッション

を行うもの。 
 
・事前準備として、子供たちは税金に関する事柄について家庭内で話し合い、事

前にイメージする言葉や物等をカードに書き出して学校に持参。 
 
・持参したカードをテーマ毎に分類して、模造紙に配置した税金に係る事柄を発

表する。発表を受け、税務署より講評をもらう。 
 
・子供たちが“税”をテーマに思いついたことを書き出し、税金の種類や使途等

を分類することで、税金について学ぶ取組み。 
 








